
  

ニュースレター第 47 号では、令和 2 年 11 月 27 日（金）に開催しました当研究会主催の

『「知」の集積と活用の場』プロジェクト成果発信 Online セミナーについて紹介します。 

 

 

  

 

東北地域では、東北大学を中心に先駆的に産学連携推進のための研究プラットフォームが結成

されるとともに、その活動の中から研究目的を同じくする関係者が研究コンソーシアムを結成し、

3 つの大型研究プロジェクトに採択され、先導的な研究を展開してきました。こうした研究成果

を広く会員の皆様に発信し、東北地域における産学連携をさらに推進する目的でセミナーを開催

しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルスの感染防止のためOnline開催とし、

講演内容につきましてはユーチューブで配信を行うとと

もに、本年 12 月末までアーカイブ配信しております。 

 

－ 配信会場の様子 － 

東北ハイテク研究会 
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（東北農食産学連携ネットワーク） 

セミナーの開催目的 

セミナーの開催方法 
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セミナーの開催に当たり、藤井 智幸 東北ハイテク研究会企画委員長（東北大学 大学院農

学研究科 教授）よりセミナーの開催の趣旨と、東北大学の研究プラットフォームと研究コンソ

ーシアムの狙いと特徴が説明されました。 

 

 

続いて、水田 貴信 氏（株式会社 東北テクノアーチ 代表取締役社長）より、「『「知」の集

積と活用の場』プラットフォームの現状とこれから」と題して、技術移転の進め方、プラットフ

ォームや研究コンソーシアムの構築・運営の仕方について話題提供が行われました。 

  

セミナーの内容 
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第 2 報告では、宮澤 陽夫 氏（東北大学 未来科学技術共同研究センタ

ー 教授）より『海鞘（ホヤ）プラズマローゲンの機能性食品への応用研究』

と題して、脳細胞死の防御物質であるプラズマローゲンを三陸特産のホヤか

ら抽出し、機能性食品原体を開発、老化赤血球の予防に効果があるクロレラ

のルテインとプラズマローゲンを組み合わせた認知症予防食の開発に関わる、

基礎的な研究の成果がいかにして商品開発に結びついたかについて講演が行

われました。 
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第 3 報告では、新谷 尚弘 氏（東北大学 大学院農学研究科生物産業創成科学専攻遺伝子情

報システム学分野 教授）より『機能性アミノ酸高含有酵母の育種：アミノ酸取り込み促進によ

るアミノ酸高蓄積の試み』と題して、アミノ酸の取り込みを促進する輸送体を常に常駐させる酵

母の開発に関わる基礎研究の成果が紹介されました。ここでは、多くの飲食品に添加されている

アミノ酸の機能性に着目し、酵母にアミノ酸の代謝制御機構や生理機能、育種・醸造などの基板

シーズを活用することで、機能性アミノ酸を高蓄積する酵母を作製し、付加価値を高めた醤油・

清酒・酒粕の開発を目指していることの説明がありました。 
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・今回のセミナーはユーチューブで 12 月末日まで配信するため、最終的な参加者は未定ですが、

12 月 7 日現在で 61 名の方が視聴されています。 

 

・本セミナーにおける報告の資料は、東北ハイテク研究会のホームページからダウンロードできま

す。 
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